
 
 
 
 

【令和８年度 事業計画書（ 強化・指導普及 ）委員会】 
富山県バレーボール協会 

 

・委員会事業を持続的に実施できる組織体制の定着を図り、過去からの課題である JOC スタッフのなり手不在に関し、持続可能な体制の定着を最優先事項とし、中学生の
「成長・経験」「あこがれ」の場である JOC ジュニアオリンピックカップ都道府県中学対抗バレーボール大会への出場継続を目指す。 
・事業実施にあたっては、県スポ協やゴールドウイン財団等からの補助金を有効活用し、各補助金を効果的に配分するとともに、参加者から参加費も募り、実効性のある事業
を継続する。 

 

各部の役割（目的） 各部の課題 事業の計画 期待される事項 予算執行計画 

強
化
部 

 

 少年男女、成年男女
６人制、ビーチバレー
（少年男女） 全６
種別の北信越国スポ、
本大会出場関係業務
の実施 

 成年種別編成のあり方
（特に女子） 

 本大会出場権獲得およ
び上位入賞 

 成年種別出場チーム編成の検討 
 北信越国スポ代表チームの効果的合宿・遠
征の計画・実施 

【目標】 
 全６種別のうち、最低２種別の本大会出場、
１種別でのポイント獲得 

 
 男女とも２年連続同ペアが継続できる見込みで
あることから、Ｒ８年度はビーチバレーを重点強
化種別とし、強化を図っていく 

県スポ協「合宿・遠征事
業」補助金 

 他県強化状況調査 
(競技力・組織・施策) 

 国スポ本大会等視察を通じた状況調査 県スポ協「選手強化対
策」補助金 

 選手のｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ向上  理学療法士会ﾃｰﾋﾟﾝｸﾞｻﾎﾟｰﾄの高校全公式
戦での実施 

県協会強化費 

発
掘
育
成
部 

 中学生長身選手の発
掘育成と、JOC カップ
都道府県対抗中学バ
レーボール大会への出
場継続 

 JOC および長身選手
発掘育成に係る指導体
制の構築と定着 

 中学生有望選手の県
外流出 

 中体連・ヤング連所属のスタッフ経験者を中
心に、高体連等からも委員（指導スタッ
フ）を委嘱し、持続可能な指導体制を構築
し、定着を図る 
（詳細実施計画は別紙参照） 

 

 JOC本大会での「優秀選手 12 名」への選考 
 中学生の「成長・経験」「あこがれ」の場の確保 

 
 中学生有望選手県外流出数の減少 
 

県スポ協「エリートユース
育成事業」補助金 
県重点競技強化推進
事業補助金 
県協会強化費 
参加者参加費 
ゴールドウイン財団助成
金 

競
技
者
拡
大
部 

 中学生からバレーボー
ルを始めた生徒の競技
継続（競技者数維
持・拡大のポイント） 

 中学校部活動地域展
開への対応 

 小学生を対象とした育
成・普及 

 中学校部活動休日活
動日数制限強化 
 
 

 中学生普及型クラブの
設立が進まない 

 「中学生女子ビギナー大会」（11/15 アル
ビス小杉）、「高校女子交流大会 2025」
（11/14黒部総体）実施 

 定期的練習会（場の提供）の実施検討 
 アクア選手等によるバレーボール教室の実施 
 県スポ協「未来のアスリート発掘事業」への長
身等有望選手の派遣（小 5） 

 高校で競技継続する生徒の増加、将来的な選
手登録数の増加 
 
 

 普及型クラブの新規設立 
 アクア選手との交流による競技継続意識の醸成 
 高い身体能力・意識を持った選手の育成 

県スポ協「競技スポーツ
振興事業」補助金 
ＪＶＡ競技者拡大委
員会補助金 
参加者参加費 

指
導
者
養
成
部 

 公認コーチ１資格保有者の継続的養成と資格保
有者の失効防止・「学びの場」の提供 
 
 

 県協会主催での指導者講習会の講師となる、JVA
公認講師の複数年に１名の養成（公認講師取得
には、コーチ３取得が必須） 

 8/13～14 コーチ１専門科目養成講習
会実施(アルビス小杉) 
 
 

 適任者の発掘 

 正しい知識・技能・インテグリティ(高潔さ・品
位)を有した資格者の継続的養成と維持 

 選手育成に対する課題の共有化 
 
 有資格者養成指導者の持続的確保 

 
受講者受講料 


